
 

 

 

 

人口ビジョンとは 

本町の人口の現状を分析し、町民と認識を共有しながら、今後目指すべき将来の方向

と人口の将来展望を示すもので、「津奈木町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の施策

を企画立案するうえでの基礎となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町では、1950 年（昭和 25 年）の 9,303 人をピークとして、人口減少の一途をた

どっており、このまま対策を講じなければ、2030 年（令和１２年）に 3,456 人、

2060 年（令和 42 年）に 1,629 人まで減少する予測となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津奈木町が挑戦する将来人口 

2060 年（令和 42 年）     2,872 人 
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津奈木町の総人口長期推計と将来展望

推計人口 将来展望

【独自推計 将来展望の仮定】

●合計特殊出生率を上昇させる

2030年までに1.91、2040年までに2.03

●社会減 2020年以降ゼロ

人口の現状は、自然動態、社会

動態とも減少傾向のため、出生率

の改善と若い世代の転入を推進し

ていきます。 
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基本目標１ 稼げるまちをつくるとともに、安心して働けるようにする 

基幹産業である農林水産業を稼ぐ産業に転換させるとともに、地域資源等を活用し

た新産業を創造し、安定した雇用を生み出します。 

設定項目 
第１期数値 第２期目標値 

(R5 年度） 目標（R1 年度） 実績（H30 年度） 

雇用創出数 累計 10 人 累計 10 人 累計 10 人 

新規創業件数 累計 10 件 累計 6 件 累計 10 件 

 

基本目標２ 世界とつながり、津奈木への新しいひとの流れをつくる 
地方創生関連施策のほか、関係人口の構築をテーマにした情報発信や交流事業を世

界に向けて行うことで、津奈木町への人の流れを生み出します。 

設定項目 
第１期数値 第２期目標値 

(R5 年度） 目標（R1 年度） 実績（H30 年度） 

社会増減数 △12 人 △95 人 ±0 人 
  
 

基本目標３ 結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる 

子どもからお年寄りまで健康でいきいきと暮らすことのできるよう各種施策を実施

し、結婚・出産・子育ての希望をかなえることができる地域社会の実現を目指します。 

設定項目 
第１期数値 第２期目標値 

(R5 年度） 目標（R1 年度） 実績（H30 年度） 

津奈木町は安心して結婚・妊娠・

出産・子育てができるまちだと思

う割合（そう思う＋ややそう思う） 

50.0％ 52.6％ 60.0％ 

 

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な

まちをつくる 
安全・安心な生活基盤の整備や暮らしの豊かさを基準とした地域づくりを推進する

ことで、人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域の実現を目指します。 

数値目標 
第１期数値 第２期目標値 

(R5 年度） 目標（R1 年度） 実績（H30 年度） 

今後も津奈木町に住み続けたいと

思う人の割合（住み続ける＋おそ

らく住み続ける） 

75％以上 80.3％ 85％以上 

 


